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要旨
本研究は，看護学生のコミュニケーション能力育成に向けた基礎的資料を得ることを目的とし，情動知能
と性格特性・Self-Esteem との関連について検討した。4 年制看護大学の 3 年次の学生を対象に，EQS（内
山ら，2001）および日本語版 TIPI-J（小塩ら，2012），R 式 SE 尺度（菅，1980）を実施した。その結果，
情動知能と性格特性との相関については，情動知能と外向性・勤勉性・開放性とが中程度の正の相関を示し，
情動知能と神経症傾向は無相関または弱い負の相関を示した。EQS の対人対応領域では協調性と中程度
の正の相関を示した。さらに，同じ学生の 1・2 年次の性格特性や Self-Esteem の程度（野村ら，2015； 
小出水ら，2015）が 3 年次の情動知能を予測するか重回帰分析により検討した結果，EQS の 3 領域いず
れにおいても，性格特性・Self-Esteem のうち開放性が重要な予測因であることが明らかになった。自己
対応領域・状況対応領域では勤勉性，対人対応領域では協調性も正の方向に予測した。教育への示唆や今
後の課題について考察を行った。
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問題
　看護師免許取得前の基礎教育において，コミュ
ニケーション能力，対人関係能力の育成につなが
るような教育を強化すべきであると提言されてい
る（厚労省 , 2011; 文科省 , 2004; 文科省 , 2011）。
患者，家族，医療従事者等と円滑なコミュニケー
ションを図り良好な対人関係を構築するうえで
は，自己と他者の感情をよく理解し，状況に応じ
て適切に対応する能力が不可欠である。こうした
能力は情動知能（Emotional Intelligence; Salovey 
& Mayer, 1990）と呼ばれ，特性としての側面と
能力としての側面があることが明らかにされてい
る（Petrides & Furnham, 2000）。看護学生の情
動知能の発達の様相を明らかにすることは，看護
基礎教育を考えるうえで重要な研究課題である。
　先行研究は，看護学生の情動知能が必ずしも学
年進行とともに直線的に向上するわけではないこ
と，情動知能の発達には個人差が見られること
を示している。たとえば宇津木ら（2013）では，
情動知能を EQS（内山ら，2001）を用いて測定
し，1 年次から 2 年次にかけて愛他心が低下した
ことを報告している。また，1 年次の情動知能得
点が高かった学生では学年進行とともに得点が低
下し，1 年次に得点の低かった学生は，2・4 年次
に得点が上がる傾向が示唆されている。野村ら

（2015）は宇津木らと同様に EQS を使用し，1 年
次から 2 年次にかけて，情動知能得点が上昇する
学生と低下する学生の両方が存在することを示し
ている。情動知能の発達過程をより正確に理解す
るためには，上記のような個人差に関連する要因
を明らかにする必要がある。
　筆者らは看護学生の情動知能の発達を縦断的に
調査しつつ，情動知能の発達を左右する要因とし
て性格特性と Self-Esteem に着目し，関連を検討
している（小出水ら，2015；野村ら，2015）。現
在までのところ情動知能と性格特性・Self-Esteem
との関係は，学生の性別および調査年次によって
異なることが報告されている。情動知能と性格特
性の関連を検討した研究は，看護系とそれ以外の
大学生，一般社会人など多様な調査対象に対して
行われているが，一時点での相関を検討すること
が多く（内山ら，2001；豊田ら，2005；大野木，
2004；大野木，2005），二時点以上で縦断的に性

格特性の予測性を検討した例は見当たらない。そ
こで本研究は 1・2 年次の性格特性と Self-Esteem
の程度が 3 年次の情動知能を予測するか検討する
ことを目的とした。性格特性が種々の対人関係
や社会適応を予測する（Ozer& Benet-Martinez, 
2006）ことを考慮すれば，看護学生の情動知能に
性格特性や Self-Esteem が予測力を持つことは大
いにありそうに思われる。

方法
参加者　野村ら（2015），小出水ら（2015）と同
一の看護学生を対象とした。3 年次のデータとし
て 78 名（女子 54 名，男子 24 名）からデータを
収集し，各自が作成した 1・2 年次と同一の ID を
用いて 1・2 年次のデータと照合した。1-3 年次の
データのいずれも欠損がなく，EQS の回答信頼
性基準にも該当しなかった 51 名（女子 37 名，男
子 14 名）のデータを分析対象とした。

材料　以下の 3 種類の自記式質問紙を使用し，そ
れぞれの検査マニュアルに従って採点し得点化し
た。まず，EQS（Emotional Intelligence Scale; 内
山ら , 2001）は自己対応，対人対応，状況対応の
3 領域全 65 項目に「まったくあてはまらない（0
点）」から「非常によくあてはまる（4 点）」まで
の 5 段階で回答する尺度であり，得点範囲は 3 領
域いずれも 0-84 点であった。自己対応領域の下
位尺度には，「自己洞察」「自己動機づけ」「自己
コントロール」，対人対応領域の下位尺度には「共
感性」「愛他心」「対人コントロール」，状況対応
領域の下位尺度には「状況洞察」「リーダーシッ
プ」「状況コントロール」がそれぞれ含まれてい
た。次に TIPI-J（日本語版 Ten Item Personality 
Inventory; 小塩ら , 2012）は，10 項目で構成され，
Big Five の 5 次元（外向性，協調性，勤勉性，神
経症傾向，開放性）について「全く違うと思う

（1 点）」から「強くそう思う（7 点）」までの 7 件
法で測定する尺度であった（得点範囲：2-14 点）。
最後に，Self-Esteem の測定として R 式 SE 尺度

（菅，1980）を使用した。これは Rosenberg（1965）
に採点法等の改訂を加えて開発され，10 項目の
質問に 4 件法で回答する。得点範囲は 10-40 点で
あった。
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手続き　3 年次の 5-6 月に授業時間を利用して
11-17 名の小集団形式で実施した。1 回あたりの
所要時間は 20 分程度であった。

倫理的配慮　本研究は関西看護医療大学倫理審
査委員会の承認を得て実施された。研究協力者に
対しては，研究の目的や方法，自由意思に基づく
参加であること，成績に関係しないこと，途中辞
退が可能であること，研究協力の可否による不利
益がないこと，プライバシーは保持されること，
データは研究以外の目的では使用しないこと等の
説明を書面と口頭で行い，同意を得た。

分析　統計処理には統計ソフトウェア R version3.21
を使用した。尺度間の相関には Pearson の積率相関
係数を用いた。1・2 年次の TIPI-J・Self-Esteem と
3 年次の EQS との関連の検討には重回帰分析（ス
テップワイズ法）を使用した。いずれも有意水準を
p =.05 とした。

結果
　3 年次の EQS・TIPI-J 下位尺度得点・R 式 SE
尺度の平均値と標準偏差，および尺度間の相関
を表 1 に示す。3 年次における情動知能と性格特
性との相関については，EQS と外向性・勤勉性・
開放性とが中程度の正の相関を示し，EQS と神
経症傾向は無相関または弱い負の相関を示した。
EQS の対人対応領域では協調性と中程度の正の
相関を示した。
　3 年次の情動知能と 1・2 年次の性格特性や
Self-Esteem との関連を明らかにするため、1・2
年次の TIPI-J 得点・R 式 SE 尺度の得点（野村ら，
2015；小出水ら，2015）と，3 年次の EQS 下位
尺度の得点の相関を検討した（表 2）。さらに，3
年次の EQS 下位尺度得点を目的変数，1 年次・2
年次の TIPI-J 得点・R 式 SE 尺度得点を目的変数
としてステップワイズ法による重回帰分析を行っ
た（表 3）。その結果，EQS の 3 領域いずれにお
いても 2 年次の開放性が重要な予測因であること
が明らかになった。自己対応領域・状況対応領域
では勤勉性，対人対応領域では協調性も正の方向
に予測した。
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考察
　本研究は，小出水ら（2015）, 野村ら（2015）
を発展させ看護学生の情動知能の発達について検
討した。はじめに，情動知能については野村ら

（2015）が 1 年次から 2 年次の間に愛他心の低下
が見られることを示したが，本研究の 3 年次の得
点はやや上昇の傾向を示唆した。本研究の調査対
象となった学生が今後の臨地実習を経験し，どの
ように情動知能を発達させるのか期待される。小
出水ら（2015）は，1 年次の Self-Esteem の得点
が菅ら（1996）よりも低かったと報告しているが，
本研究の結果からは，3 年次での Self-Esteem の
得点が菅らの 3 年次の得点と大きく異なるとは判
断し難いことが読み取れた。学年進行に伴う看護
学生の Self-Esteem の変容の過程について明らか
にすることは今後の課題の一つと言える。
　次に，3 年次における情動知能と性格特性との
相関については，外向性や開放性，勤勉性と正の
相関を示した。豊田ら（2005）は J-ESCQ によっ
て測定された情動知能が，外向性と開放性との間
に正の相関，神経症傾向との間に負の相関を示す
ことを明らかにしており，本研究の結果と整合性
が高い。
　さらに，3 年次の情動知能と，1・2 年次の性格
特性および Self-Esteem との関連については，開
放性がもっとも重要な予測因であることが示唆さ
れた。開放性は，拡散的思考との関連が指摘され
ている（Nettle, 2007）。情動知能が必要となる場
面では，最適な解が一つに定まる場合よりも，柔
軟に複数の解を考え出す方が有益な場合が多いと
考えられることから，開放性が高い方が情動知能
が向上するという正の方向の予測が成り立つこと
は妥当性が高い。本研究の結果から，教育場面に
おいて開放性に関連する拡散的思考を促すことに
よって，結果的に情動知能の発達を促す可能性が
示唆される。情動知能を客観的に評価するのは、
思考力を客観的に評価するよりも困難と考えられ
るため，適切な学生支援を行ううえでは情動知能
自体を向上させるような教育を試みるよりも，情
動知能と関連する性格特性に変容を働きかける方
略が有益かもしれない。
　興味深い結果として，EQS 下位尺度の１つで
ある共感性に対しては，開放性が正の予測をする

以外に，Self-Esteem が負の方向に予測すること
が示された。この理由としては，小出水ら（2015）
で考察したように Self-Esteem が低いからこそ共
感性の高さに結びつくという可能性が考えられ
る。しかしながら，共感性と Self-Esteem の単相
関はほぼ無相関といってよい状態にあったことか
ら，この場合の Self-Esteem は抑制変数として機
能している可能性も考えられる。すなわち，開
放性と Self-Esteem に相関があり，開放性の得点
が同程度であれば，Self-Esteem が低い方が Self-
Esteem によって説明されない開放性独自の成分
と共感性の関連の程度がより強いと推測できる。
ただし共感性についての自由度調整済 R2 は，ほか
の尺度に比べて高くなかったことから，共感性を説
明する要因について丁寧に検討していく必要があ
るだろう。性格特性は安定しながらも発達の過程で
変化する（川本ら，2015; Roberts et al., 2006）。大
学生の情動知能と性格特性との関連についても，
確固としたものがあることを想定するよりは，動
的な影響過程を想定する方が，情動知能の発達の
軌跡を正確に推定するうえでは適切なのかもしれ
ない。
　最後に今後の課題を述べたい。本研究の方法上
の問題として，本研究では授業時間中にデータ収
集を行ったことが挙げられる。研究参加は各学生
の自由意思によるものであり，データ収集に利用
した授業の出席確認は研究参加とは別に行ってい
たため大きな問題はなかったと考えている。しか
しながら，授業時間を利用することによって，そ
うでない場合よりも強制力がかかりやすい状況で
あったことは否定できず，研究の限界と言える。
また，情動知能が本来対人関係の中で育成される
性質を持つことから，本研究の結果には，対象と
なった学生が 1 年次から 3 年次までの間に経験し
た学生間の相互作用の影響が含まれていることも
注意を要する。したがって，今後は他の看護大学
の学生を対象にしたデータや，より大規模なサン
プルで再検討することが必要と考えられる。さら
に，看護学生の情動知能の特性を明確化させるう
えでは，看護学生とそのほかの大学生等の比較を
行うことも今後の課題として挙げられる。
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